
富 山湾四方沖海底谷におけるトヤマエビ

Pandalus h ｙｂｓｉｎｏtｕｓ雌エビ 生息状況の観察

二階堂英城＊1　大津　　 順＊2

1996 年７月１日～5 日の日程で，富山湾四方沖の海底谷で「しんかい2000 」による潜航調

査を行い，トヤーエビ雌エビの生息状況を観察した。

この調査で抱卵雌エビ６尾と未抱卵雌エビ20 尾を含む合計31 尾のトヤマエビが観察され

た。これらのトヤマエビはいずれも水深288 ～347 m の泥底で緩やかな斜面で観察された。観

察されたトヤマーエビの体長は約130 ～150 mm と推定された。雎エ・ビは水深302 ～338 m で観

察され，抱卵雌エビの観察水深は309 ～327 m であった。

抱卵雌エビは，いずれも青緑色の卵を抱いており，抱卵前期の個体と考えられた。

キーワード：トヤマエビ，生息環境，生息生態，「しんかい2000 」，富山湾

Observation  on the Habitat of Female  Coon  Stripe

Shrimp,  Pandalus  hypsinotus  (BRANDT),

on  Submarine  Canyon  off Yokata, Toyama  Bay

Hideki NIKAIDO*3  Jun OTSU*4

The  habitat of female coon stripe shrimp, P. hypsinotus (BRANDT),  were  observed  by sub-

mersible  "Shinkai  2000"  from  1st to 5th July 1996, at submarine  canyon  off Yokata, Toyama

Bay.

31  shrimps, 130 to 150 mm  in body  length, inhabited the easy slope on muddy  bottoms, 288

to 347 m  depth. Female  shrimps  were  observd  at 302 to 338  m  depth.

6  berrried females  and  20  females  were  finded out, and  there maturity  stage were  deter-

mined  in early stage because  of carrying bluish-green eggss.
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１． は じ め に

トヤマエビPandalus  kypsinotusは日本海（福井県以

北）や北海道東南岸，オホーツク海，ベーリング海に分

布し，水深100 ～400 m に生息する冷水性のエビで，体

長170 mm 程度になる比較的大型のエビである。

本種の本邦における漁業は，北海道周辺海域，日本海

（福井県以北）で行われ，その漁獲は北海道周辺で多く，

1990 年には1,100 t もの水揚げが記録されている。し

かし，日本海側での漁獲は，“その他のエビ類”として

漁獲統計に集計される程度のもので，福井，石川，富山

の各県では，年間の漁獲量が数百ｋｇ～数ｔ程度と推定

されている（村上, 1986) 。

本種の生態的特徴に関する調査研究は少なく，五十嵐

(1951), 倉田(1957) などで報告されているのみであ

る。

㈱日本栽培漁業協会小浜事業場と富山県水産試験場で

は1985 年以降，本種の資源増大を目指して，資源添加

技術の開発を進めてきた。また，富山湾滑川市沖を調査

フィールドとして種苗の標識放流を行1992 年から

はかご網による漁獲調査を開始し，成長や雄エビの移動

についての知見が得られっつある。

本種は水深100 ～400 m に生息するエビであるため，

天然での生息生態を肉眼で観察することは不可能であっ

た。 1994, 1995年に海洋科学技術センターの「しんかい

2000 」と無人探査艇「ドルフィン3K 」による調査の機

会に恵まれ，雄エビについて貴重な知見を得ることがで

きた（小谷口, 1995 ； 村上ほか, 1996) 。幸いにも，

1994, 1995年の調査に続いて調査潜航する機会を与えら

れ，今まで観察例のなかった雌エビの発見と生息状況の

観察に一主眼をおいて調査を行い，若干の知見を得ること

ができたので報告する。

２． 調査目的 と調査海域

1994,  1995 年の調 査で雄エビについて観察され，生息

場所等の知 笵が得られている。 しかし，雌エビについて

は観察例がない。 今回 の調査の月的は，今まで観察例の

なし 雌ヽ エビ，特に抱卵雌 エピの生息状況の観察を行 うこ

とにあ る。

調査海域は，富山県滑川漁協に トヤマエビを水揚げ す

る漁業者に聞き取 り調 査を行い，本種の雌エビが多く漁

獲 さお る漁場 を選定 し 潜航海域 とした（図1 ）。 潜航

地点は36 °48.250N, 137 °13.000E を中心 とする半径１ マ

イルのI' I 内 と|コ慇。潜航海域に選定1. だ海底は急峻な谷

にな ご 气 るヽ。 1995 年の調 査で， 本種が 谷の斜 面で観
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図1　1･ ヤマエビ調査潜航地点

Fig. I　Diving location of "Shinkai 2000" and "Dolphin-3K".

察されているため今回の調査では谷の斜面を中心に観察

を行った。

調査は1996 年７月１日～5 日の日程で行った。　トヤ

マコ=-ﾋﾞの観察は，７月２日に 厂しんかい2000 」の潜航

に先立って安全航路確認のため行われた「ドルフィン

3K 」の潜航のＶＴＲ と，「しんかい2000 」では谷の斜

面にそって等深線上に移動しながらの目視による観察を

行った。２回の潜航を行い，７月４日に谷の東側斜面を，

７月５日に谷の西側斜面を観察した。

「しんかい2000 」の７月４日の潜航で，谷底の平坦

な地点に冷凍のベニズワイを付けたマーカーブイを６

台設置し，７月５日の潜航で，1 ヤヽマエビの蝟集状況及

び摂餌状態の観察を試みた。

３． 調 査 結 果

表 １に 凵 勺レソ イ ン3K 」 及 び 「 し ん か い2000 」 の

観察 結果を，図 ２「しんかい2000 」 の航跡図 を示 した。

川 「 ドルソ ４ン3K 」 に よる観察(1996 年 ７ 月 １日）

「 しんかい2000 」 の安 全 航路 確認 を 主目的 として潜 航

を行 った。 トヤマエ ビの観察は 支援 母船 「なつ し ま」 上

の ＶＴＲ 画面 で行-, た。「 ド４ ソ ４ン3K 」 の移動速度 が

速い ために トヤマこlこ｡　ピの確認は困 難であ,-,たが， トヤー。

エ ビ と思わ れ る４ 曜のＪ.ビを 視認 ｔ だ。｜ か1_ 種の 確

定には至ら ず，性 別に ついて も確認す ることは で きなか

ｰ）だ。

（2）「1. んかI･2000 囗 こよる観察 ｛７ 月４ Ｈ， 第878
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表 １　調査結果の概要

Table １　The summary of the invetigation.

潜航）

谷の東斜面の観察と冷凍のベニズワイを付けたマーカ

ーブイ６台の設置を行った。この潜航で６尾の1ヽヤマ

エビを確認することができた。性別については確認する

ことはできなかったものの，本種は体長約140 mm を

境に雄から雌に性転換する事が知られており（村上，

19921, 観察されたエビの体長から雌と考えられる個体

もあった。トヤマエビは水深328 ヽ347 m の比較的緩や

かな斜面で観察された。　トヤマエビが観察された地点の

底質は泥質であｰつた。 また，観察地点の水温は1.00 ヽ

0.97°Cでありた。

|･ヤマエピの他に，同族のホヅコクアカエビが多く観

察され， ズワｆが卜 も多く観察された。
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図 ２ 「しんかい2000 」 航 跡図。　 ○：着底地点　 ●：離底地

占

Fig. 2　Diｖｉｎｇ track of submersible "Shinkai 2000 ”｡ ０:Land-

ing point. ●:Ascending point.

（3）「しんかい2000 」による観察（7 月５日，第879

潜航）

谷の西斜面の観察とマーカーブイの回収と観察を行･つ

た。この潜航では今回の目的である雌エビと抱卵雌エビ

の確認および観察に成功した。 25尾のトヤ`・エビを視

認し，そのうち，抱卵雌エビ６尾（写真1j と第２腹節

側面の形状から雌と判断された未抱卵雌エビ14 尾（写

真2 ）を確認することができた。残り５尾は雄エビまた

は性別が確認できない個体であ,-,た。観察された抱卵齟

ﾕﾆ ﾋー ばいずれも青緑色の卵を抱いており，抱卵前期と思

われる個体であ･つた。

雌 エ ビ が観察 され た 水深 と水 温ぱ302 ヽ338 m ，

L39 ヽ0.98°Ｃで，そのうち，抱卵雌エビは309 ヽ327 m 。
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1｡07～:L01 °Ｃであ った。雄,=エ=｡ビは水深288 ～327 m で観

察 され，水 温は1.50 ～1.01 °Ｃであ った。 観察 された海

底の様子は，緩やかな斜面で底質は泥質であった。村上

ほか(1996) では トヤマコ=-ﾋﾞが垂 直に近い急斜面 の穴

の中に生息している様子が観察されてい る。今回，急斜

面で トヤマエ ビを 確認するこ とは で きなかった。 しか

し，緩やかな斜面の穴の脇で雌エビと穴から出てきたと

思われる痕跡を 確認 した （写真3 ）。 このエビは「しん

かい2000 」 のライトを照ら される と，光を避け るよう

に移動し，穴に逃げ込む行動はみられなかった。

前 日の潜 航で設 置 したマ ーカーブイは残念 ながら１

台しか発見，回収で きなか った。このマーカーブイの横

で雄 と思わ れる ト ヤマエビ１尾を 視認 した。 餌のベニ

ズワイは残骸 となってお り，摂餌の状態や トヤマエビの

蝟集は観察することはできなかった。

トヤマコ=-ﾋﾞの他にホッコクアカエ・ビ，モロトゲアカこx=･

ビ， クロザココ=-ﾋﾞ，エビジャコ，などのエビ類やズワイ

ガエが多く観察された。 また， トヤマエビが観察された

付近では ホッコクアカエビ以外は観察 されなかった。

４. 考　　　察

今回の調査は, 1995 年に行われた調査において得ら

れた，本種は切り立った崖のような急斜面の穴の中に生

息しているという知見（村上ほか, 1996) を基に，谷

の斜面を中心に観察を行った。今回の観察では予想に反

して，切り立った急斜面では観察されず，雌雄に関わら

ず海底から谷にかけて比較的緩やかな斜面で観察され

た。また，海底の平らな場所ではほとんど観察されてい

ない。村上ほか(1996) によれば, 1995 年の調査にお

いて，切り立った急斜面で観察されたトヤマエビの大き

さは体長50 ～100 mm と推定されている。また，小谷

口(1995) では，体長80 ～100 ram と推定されるエピ

１尾が急な斜面付近の比較的平坦な海底で観察されてい

る。今回の調査で観察された個体は体長130 mm 以上

と推定される大型の雄と150 mm 以上と推定される雌

で，小型の個体は観察されていない。　トヤマエビが観察

された水深は，小谷口(1995) の調査では264 m で，

村上ほか(1996) の調査では242 ～247 m である。今

回，観察された水深は288 ～347 m でこれまでの水深よ

りもやや深い。おそらく，今回観察された大型の雄と雌

個体に限っては，壁のような斜面よりも海底から谷にか

けての比較的緩やかな斜面に多く生息している可能性が

あると思われた。また，生息水深は，これまでに観察さ

れた体長50 ～100 mm の個体と今回観察された体長

銘2

130 mm 以上の大型の雄と雌で個体では異なり，サイズ

によって生息する水深が異なる可能性があると思われ

た。

村上(1996) ではトヤマエビが観察された地点の底

質は粘土質で，本種がその穴の中に生息することが報告

されている。今回の調査で本種が観察された地点の底質

は泥質で，粘土質の地点では観察されなかった。また，

本種が穴の中に生息するという点については，斜度は異

なるが，穴の付近でトヤマエビを確認していることか

ら，巣穴を利用する可能性はあると思われる。しかし，

巣穴に逃げ込むような行動は観察されず，巣穴に対する

依存度という点では，少なくとも今回観察された大型の

雄や雌エビでは高くないと思われた。

今回，確認された雌エビは７月５日に潜航した西斜

面で観察されたもので，７月４日潜航の東斜面では確実

に雌と思われる個体は確認されていない。また，観察さ

れたトヤマエビの数も東斜面は西斜面の４分の１であ

る。明らかに谷の東西斜面で分布数が異なるが，実際の

潜航では両斜面に大きな違いは判別できず理由は不明で

ある。

今回の調査で，前回までの調査では得ることができな

かった雌エビについて若干の知見が得られた。しかしな

がら，これらの知見は，これまでに｡確認された41 尾か

ら得られたものでのトヤマエビが確認されたのみでより

多くの観察例が必要と思われる。目視による調査でなけ

れば得られない知見も多く残されていると思われ，機会

があれば「しんかい2000 」潜航調査を行っていく必要

があると思われる。
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写真 １　トヤマエビの抱卵雌エビ

Photo l　Visually observed berried female ｏｆ wild coon stripe

shrimp.

6μ

写真 ２　トヤマエビの雌エビ

Photo 2　Visually observed female ｏｆ coon stripe shrimp.

写真３　巣穴の上で観察されたトヤマエビ

Photo 3　Visually observed coon stripe shrimp ｏｎ the nest

hole.
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